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 様式１，各部門共通  

 

「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰応募・推薦書 

 
１ 応募部門 ※応募するいずれかの１つの部門に○をつけてください。 

 

地産地消 ブランド化 

 

２ 活動主体者（自薦者及び被推薦者）の概要 

（ふりがな） 

活動主体の名称 

おおさきのこめささむすびぶらんどこんそーしあむ 

大崎の米「ささ結」ブランドコンソーシアム 

（ふりがな） 

代表者の役職・氏名 

だいひょう おおさきしちょう いとうやすし 

代表 大崎市長 伊藤 康志 

（ふりがな） 

所在地 

〒989-6188 

大崎市古川七日町１－１ 

連絡先 

 

 

 

活動主体の組織概要 

本コンソーシアムでは，市内で生まれたササニシキ系の新品種「東北１９４

号」を活用し，和食に適したブランド米『ささ結』を確立し，東日本大震災

からの復興のシンボル米として農業者の所得向上，地域活性化を図るため，

行政だけでなく生産・流通・加工・販売の各組織が会員となり一体となった

構成で，ブランド価値の向上，地域活性化，ササ系の復権を推進している。 

確認事項 

※活動内容が表彰の対象となった場合，表彰されるのはどちらか○を付けてください。 

 

活動主体組織   活動主体の代表者（個人） 

 

３ 推薦者の概要 ※自薦の場合は記載不要です。 

（ふりがな） 

組織名称 

 

（ふりがな） 

代表者の役職・氏名 

 

 

（ふりがな） 

所在地 

〒 

 

連絡先 

TEL：           FAX： 
e-mail： 

御担当者氏名：         （役職：        ） 

 

非公開情報 
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 様式３，ブランド化部門用  

 

＜ブランド化部門活動について＞ 

１ 活動の概要 

※取り組んでいる内容を要約してください。 

ササニシキ発祥の地である大崎市内で開発されたササ系新品種を活用し、

環境配慮、食味の厳しい基準を創設し，新ブランド「ささ結」を確立。 

生産・流通・加工・販売が連動し，ブランド化を推進し，高価格帯を実現。 

県内や首都圏スーパーでの流通販売，地域内飲食店や寿司業組合，学校給

食での地産地消を実践。６次化として地元酒蔵や菓子製造等と連携した特

産加工品の開発により人気商品として販売。仙台都市圏との田植えなどの

体験交流を実施し、ファンを拡大。全国ササニシキ系「ささ王」決定戦の

開催により，ササ系の価値向上により，ササ系の復権を目指している。 

２ 活動のタイトル 

※取り組んでいる活動に「タイトル」を付けてください。 

ササニシキ系米の復権「ささ結」のブランド構築 

 

３ 活動の継続期間 

※取組や組織の発展過程などを時系列で記載してください。 

【平成２７年】 

市・県・JA に加え、米卸業者や地域内の寿司組合、酒蔵、ごはんパッ

ク製造業者、菓子製造業者など地域の米の関係者と一体となり，大崎の米

「ささ結」ブランドコンソーシアム設立組織し，体制を確立。 

ささ結コンセプト，パッケージデザイン完成，デビュー 

【平成２８年】 

〇「ささ結」ブランド認証基準を創設 

① 環境に配慮した基準（有機 JAS の米、みやぎの県境にやさしい農産

物認証に係る特別栽培米、大崎市内 JA による環境保全米のいずれ

か） 

② 食味を重視した基準（追肥せず、玄米タンパク含有率６．５％以内） 

〇全国寿司の日（１１月１日），「大崎「ささ結」寿司キャンペーン」開

始，学校給食へは「地場産給食の日」とあわせて「ささ結」を提供し、食

育事業にも活動を広げる。また，台東区の学校給食へささ結を提供 

〇地域・都市圏との交流事業の開催（田植え・稲刈体験交流等） 

〇米の６次産業化 「純米大吟醸酒 ささ結」販売開始 

【平成２９年度】 

〇「ささ王」決定戦の開催開始（対象：大崎耕土） 

〇大崎耕土が世界農業遺産に認定 

【平成３０年度】 

〇ささ結ブランド認証基準に，世界農業遺産ブランド認証基準（生き物

モニタリングなど）を追加し，生物多様性に配慮した基準とした。 
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〇地元飲食店と連携した「ささ結新米フェア」の開始 

〇米の６次産業化 ささ結レンジパックの開発及び販売開始 

〇「ささ王」決定戦の開催（対象を宮城県内に広げる） 

【令和元年度】 

〇全国ササニシキ系「ささ王」決定戦の開催（対象を全国に広げる） 

〇ささ結公式イメージ JAZZソング「Feel it ささ結」完成 

【令和２年度】 

〇「ささ結」を原料とする米菓子「ささぽん」の開発及び販売 

〇コロナ禍に対応，ささ結 WEB大幅リニューアル開設（sasamusubi.jp） 

【令和３年度】 

 〇コロナ禍に対応，キャンプや防災に無洗米ささ結キューブを開発販売 

４ 活動の取組形態 

※別表２から該当する取組形

態を選択してください。 

対応できている取組形態 

（複数選択可） 

対応できつつある取組形態 

（複数選択可） 

ア イ ウ エ オ カ キ ク 

ケ コ サ シ ソ 

ス セ 

 

５ 活動等の詳細 

⑴ 活動を始めた契機 

※動機・目的等を記載してください。 

国内の米産地がコシ系でのブランド化を強める中，ササニシキ発祥の大

崎市として貴重な地域資源である，ササ系の新品種「東北１９４号」を活

用し、ブランド米「ささ結」として確立することで、東日本大震災(震度

６強被害)からの復興のシンボル米として，ササニシキ系の復権，米産地

としての再認知と米の販売促進，農業者の所得向上，地域活性化などを図

ることを目的に活動を開始した。 

 

⑵ 活動の理念 

※メインテーマ，目標など，タイトルの説明等を記載してください。 

国内の大半の米がコシ系となり，ササニシキが減少し価格も上がらない状

況の中で，国内で希少なあっさり食感のササニシキ系米の復権をかけ，ササ

ニシキ発祥の地からササ系の新品種を活用した新たなブランディングに取

組み，ササ系の価値を市民・県民・国民が再認識することで，米の価値向

上，消費拡大，米需要の多様化を図り，米資源，米文化を次世代につなげ

る。 

 

⑶ 活動の内容 

※具体的な活動の内容，方法等を記載してください。 

※必要に応じて活動内容に関する資料（写真,記事,チラシ等）を添付ください。・地域・都市圏との

交流事業 

〇「ささ結」ブランド認証基準を創設 

1.環境配慮基準（有機 JASの米、みやぎの県境にやさしい農産物認証に

係る特別栽培米、大崎市内 JAによる環境保全米のいずれか） 
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2.食味重視基準（追肥せず、玄米タンパク含有率６．５％以内） 

3.生物多様性配慮基準『大崎耕土』世界農業遺産ブランド認証の基準（生

き物モニタリングなど） 

（市として，３JAに高精度食味分析計の導入助成実施） 

〇ささ結栽培研修会実施による生産者の技術向上を図る 

 量ではなく，環境と食味を意識した栽培への転換，生き物モニタリング 

〇ブランドコンセプト，パッケージデザイン制作 

 ササニシキ系米の価値，大崎耕土から生み出された理由を歴史的背景か

ら探り，理解しやすい表現として，商品パッケージデザインとして製作し，

米袋としては斬新なシンプルデザインで販売されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇仙台都市圏との「ささ結」の農業体験交流 

FM 放送局と連携し、仙台都市圏の住民と田植え・稲刈り体験や収穫祭

での交流会を行い、子どもや家族に「大崎耕土」の田んぼから食までを体

験してもらうなど、「ささ結」ファンを拡大する体験交流事業，食育事業

を開催している。 

       （2019年の稲刈体験及び交流会風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地産地消 ささ結新米フェアなど 

地元飲食店と連携し，消費者に「ささ結」の新米を食べていただく機会

を提供するため、「ささ結新米フェア」を例年１１月１日～1２月２８日ま

で開催し、「ささ結」の美味しさと地域の魅力を発信している。同時開催

イベントとして、大崎寿司業組合と連携し，全国寿司の日（１１月１日）

「大崎「ささ結」寿司キャンペーン」として「ささ結」の美味しさを味わ

写真（活動の様子） 

※肖像権保護のため写真は 

掲載しておりません。 

写真（活動の様子） 

※肖像権保護のため写真は 

掲載しておりません。 

写真（活動の様子） 

※肖像権保護のため写真は 

掲載しておりません。 
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うことができるよう地域に根差した活動を行っている。 

教育委員会との連携は、「地場産給食の日」とあわせて，大崎市内各小

中学校の学校給食に「ささ結」を提供し、食育事業にも活動を広げている。 

また，姉妹都市である台東区の学校給食にもささ結を提供し，首都圏で

の認知度向上も図っている。 

 

  新米フェア 2021チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇米の６次産業化 純米大吟醸酒 ささ結・ ぽん菓子ささぽんなど 

主食用米としての評価だけでなく、地元酒蔵と連携して試験醸造し，「純

米大吟醸酒 ささ結」が誕生した。翌年度には販売を開始したが、すっき

り香る味が好評となり、リピーターが拡大した。 

地元業者と連携した，レンジで温めるだけで手軽に食べられる「ささ結

レンジパック」は、非常食保管用にも好評を得た。 

また、地元菓子製造業者と連携し、「ささ結」を原材料とする米菓子「さ
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さぽん」も開発され、好評をいただいており、米の６次産業を盛り上げて

いる。 

 さらに，JA と連携し，コロナ禍に対応した，キャンプや防災用として

も利用できる，無洗米ささ結キューブを制作販売している。 

（ささ結加工品は，シンプルな統一デザインとしている。） 

 

          （ささ結 加工商品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全国ササニシキ系「ささ王」決定戦の開催 

全国の食味コンクールでコシヒカリ系に重きが置かれる中、ササニシキ

系の複権を掲げて「ささ結」，「ササニシキ」に特化した食味コンクール「『さ

さ王』決定戦」を国内で初めて開催。食味・品質分析を１次審査、炊きた

て・冷や飯・酢飯の食味試食による２次審査により、究極のササニシキ系

米「ささ王」を決定。このコンクールは実需者やメディアから高い評価を

いただいた。初回開催は、大崎市内限定で募集していたが、翌年度は市内

から宮城県内に対象範囲を広げ、さらには令和元年度からは、全国から募

集し、ササニシキ系複権の盛り上がりを加速させている。２０２０年から
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は，コロナ禍に対応しよう YouTubeでの生中継も行い，全国に発信してい

る。 

また，ささ王となった「ささ結」は，銀座三越で２０１９年は店内で特

別販売会の実施，２０２０年はコロナ禍でインターネットで販売され，そ

れぞれ完売している。（販売価格は，約 1,000円／kg） 

  （2020年のささ王決定戦 審査及び表彰式の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 活動のＰＲ 

ポイント 

※上記活動等の詳細欄に記載した内容のうち，特に PRしたい点を箇条書きにしてください。 

・ササニシキ系新品種「ささ結」のブランド化，高価格帯販売の成功 

・全国ササニシキ系「ささ王」決定戦開催による，ササ系の復権 

・６次産業化の推進（ささ結を原材料に，加工品開発，及び販売） 

・仙台都市圏との体験交流や，地域内飲食店と連携した地産地消の実践 

・ささ結の商標登録（国内・シンガポールは米・米加工，中国は米加工） 

７ 連携している 

団体等 

※活動主体と連携して取り組んでいる団体等について記載してください。 

行政（大崎市・宮城県） 

生産者（JA古川・JA新みやぎ（みどりの地区本部、いわでやま地区本部） 

実需者（木徳神糧、大崎寿司業組合、寒梅酒造、ケーエス、松倉、全農宮

城県本部） 

８ 特記事項 

⑴ 受賞歴等 
※当該活動に受賞歴等がある場合には記載してください。 

JAみやぎ中央会 第８回オリザ賞（準大賞） 

内閣府及び農林水産省 第５回「ディスカバー農山漁村

（むら）の宝」選定（東北ブロック１位） 

 

写真（活動の様子） 

※肖像権保護のため写真は 

掲載しておりません。 

写真（活動の様子） 

※肖像権保護のため写真は 

掲載しておりません。 

写真（活動の様子） 

※肖像権保護のため写真は 

掲載しておりません。 
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⑵ メディア 

紹介 

※各種メディアで紹介された実績を記載してください。 

毎年，県内のテレビ全社，新聞各社報道の他 

テレビ東京ワールドビジネスサテライト(WBS)でブラン

ド米をテーマに，ささ結が地域連携事例として全国に紹

介された。 

地域活性化センターのR2年地域活性化事例集に地域の魅

力を活かしたブランド化事例として紹介された。 

⑶ 活動資金 

※右記の該当する

欄に○をつけてく

ださい。 

〇  
国，県，市町村等の補助事業 

事業名：ささ結ブランド PR 事業 

〇 民間団体・企業からの助成 

 自己資金・その他（            ） 

⑷ 実績値 ※実績値が明らかな場合は別表に数値を記載してください。 
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 別表 ブランド化部門  

 

 

１ 過去５年間の活動実績 

※ブランド化の実績が複数の場合はそれぞれ記載してください。 

( ささ結  ) 

 ブランド化した 

農林水産物， 

商品名 

販売単価 

(玄米相対価格) 

（円/60kg） 

販売（生

産）数量 

（t） 

取扱額 

（千円） 

従来品の参考販売単価

（ひとめぼれ玄米相対価格） 

（円/㎏） 

平成 28 年度 ささ結 16,420 187 51,176 13,959 

平成 29 年度 ささ結 16,693 191 53,223 15,239 

30年度 ささ結 16,492 324 89,002 15,372 

令和元年度 ささ結 17,638 226 66,392 15,909 

2 年度 ささ結 ― 420 ― ― 

 合計 ― ― 259,793 ― 

 

 

 

純米大吟醸酒「ささ結」 生おりがらみ・火入れ  ) 

 ブランド化した 

農林水産物，商品名 

販売単価

（円税込） 

販売数量 

（本） 

取扱額 

（千円） 

従来品の参考販売単

価 

平成 28 年度 生おりがらみ 720ml 1,980 976 1,932 なし 

生おりがらみ 1.8ℓ 3,300 341 1,125 なし 

火入れ 720ml 1,980 560 1,108 なし 

火入れ 1.8ℓ 3,300 583 1,923 なし 

平成 29年度 生おりがらみ 720ml 1,980 1500 2,970 なし 

生おりがらみ 1.8ℓ 3,300 401 1,323 なし 

火入れ 720ml 1,980 1864 3,597 なし 

火入れ 1.8ℓ 3,300 1912 6,309 なし 

平成 30年度 生おりがらみ 720ml  1,980 500 990 なし 

生おりがらみ 1.8ℓ 3,300 217 716 なし 

火入れ 720ml ― ― ― なし 

火入れ 1.8ℓ 3,300 593 1,956 なし 

令和元年度 生おりがらみ 720ml 1,980 600 1,189 なし 

非公開情報 

非公開情報 
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生おりがらみ 1.8ℓ 3,300 271 894 なし 

火入れ 720ml 1,980 1320 2,613 なし 

火入れ 1.8ℓ 3,300 900 2,970 なし 

令和 2年度 生おりがらみ 720ml 1,980 660 1,306 なし 

生おりがらみ 1.8ℓ 3,300 240 792 なし 

火入れ 720ml 1,980 1700 3,366 なし 

火入れ 1.8ℓ 3,300 842 2,778 なし 

 合計 ― ― 39,857 － 

 

(米菓子 ささぽん  ) 

 ブランド化した 

農林水産物，商品名 

販売単価 

（円税込） 

販売数量 

(枚) 

取扱額 

（千円） 

従来品の参考販売単価 

 

令和 2 年度 ささぽん 塩味 70 54,134 3,789 なし 

   ずんだ味 70 47,601 3,332 なし 

 合計 ― ― 7,121 ― 

 

(ささ結 レンジパック  ) 

 ブランド化した 

農林水産物，商品名 

販売単価 

（円税込） 

販売数量 

（個） 

取扱額 

（千円） 

従来品の参考販売単価 

（ひとめぼれレンジパック） 

（円税込） 

平成 30年度 ささ結レンジパック 176 10,978 1,932 154 

令和元年度 ささ結レンジパック 176 11,894 2,093 154 

 2 年度 ささ結レンジパック 176 10,753 1,892 154 

 合計 ― ― 5,917 － 

 

 

２ 全体の合計額 

 取扱額（千円） 

平成 28年度 57,264 

 29年度 67,422 

 30年度 94,596 

令和元年度 70,151 

2年度 ― 

 

非公開情報 

非公開情報 

非公開情報 

非公開情報 


